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平成２５年度
製品安全対策優良企業表彰
受賞企業講演会（製品安全セミナー）

製品安全対策優良企業表彰の概要説明

平成２５年度 製品安全対策優良企業表彰 事務局

平成２6年３月５日

 審査基準と企業の取組事例について

 特別賞の新設について

 応募企業の声

審査基準について
– ４つの視点 –

製造・輸入 小売販売

安全な製品を製造するための
取り組み

安全な製品を仕入れ・販売するための
取り組み

製品を安全に使用してもらうための
取り組み

製品を安全に使用してもらうための
取り組み

出荷後に安全上の問題が判明した際の
取り組み

事故やリコール等が起きた際の
取り組み

製品安全文化構築への取り組み 製品安全文化構築への取り組み
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審査基準と業務プロセスの関係（製造・輸入）

企画

設計

開発

調達

生産

検査

事故対応

設計思想

リスクアセスメント

取引先の選定･
評価･監査

変更管理

独自の基準策定

市場の声を
集める姿勢

相談受付体制

アクセシビリティ

対応の迅速性

トレーサビリティ

誠実な企業姿勢

対応の判断基準取引先との連携

企業理念

人材育成

取引先に対する
教育・啓発

業界内での活動
（標準化）

誤使用・誤購入の防止

苦情等の分析・活用

伝わりやすさ

調達品の
選定・評価

外部機関による検査

保守・点検・修理等の対応

所有者情報の蓄積

出荷後の
取り組み
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審査基準と業務プロセスの関係（小売販売）

販売計画

仕入

検査

物流

販売

仕入方針 取引先の選定
･評価･監査

使用者･環境に
適した商品提案

対応の迅速性

所有者への伝達取引先との連携

試用･検査
･チェック

外部機関による検査

販売情報の蓄積事故対応

販売後の
取り組み

トレーサビリティ
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市場の声を
集める姿勢

誠実な企業姿勢

企業理念

人材育成

取引先に対する
教育・啓発

業界内での活動
（標準化）

相談受付体制

アクセシビリティ誤使用・誤購入の防止

苦情等の分析・活用

伝わりやすさ

保守・点検・修理等の対応



企業の取組事例

独自の安全基準の策定・運用

•市場の声
•自社の事故･トラブル経験
•他社の事故事例

• 守るべき安全の“価値”を明確にし、関係者、取引先等と
共有するために

• 使用方法・環境の実態・変化に応じた安全な製品を作るために

• 法令、国内外の公的規格基準をベースに、安全性を考慮した
自社独自の技術基準、試験基準等を策定

• 公的規格基準に加え、基準値の厳格化（上乗せ）、評価項目
の追加（横だし）を行い、製品リスクを低減
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随時見直し･
改訂

平成２５年度 受賞企業・団体

大企業 小売販売事業者部門

経済産業大臣賞
 株式会社イトーヨーカ堂

商務流通保安審議官賞
 株式会社ニトリホールディングス

中小企業 製造事業者・輸入事業者部門

経済産業大臣賞
 株式会社相田合同工場

商務流通保安審議官賞
 株式会社シナノ
 株式会社タバタ

中小企業 小売販売事業者部門

経済産業大臣賞
 有限会社ナルデン

商務流通保安審議官賞
 株式会社ダイワ

特別賞

 株式会社コシダアート
 日本福祉用具・生活支援用具協会
 兵庫県電機商業組合
 一般財団法人ボーケン品質評価機構
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サプライチェーン全体での製品安全確保に向けて
－ 特別賞の新設について －

製造事業者

物流事業者

消費者

資材等の
供給事業者

• 基準・規格等の策定支援
• 最新の知見・情報の提供
• 人材育成支援 など

• 消費者教育
（誤使用、誤購入防止等）

• 事故・リコール等の情報提供
• トラブル相談受付･対応 など

企業のサポート 消費者のサポート
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輸入事業者
卸売事業者

宅配事業者設置・組立事業者

小売・販売事業者

保守・点検・修理
事業者

応募企業の声（アンケート結果より）
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客観的な指摘を受け、今後の課題の優先順位付けが明確になった。

「評価された点」、「足りない点」の両方についてコメントがあり、社

内での取り組みに繋げやすい。

今後の製品安全活動の大きな励みになった。

コメントを元に、リスクアセスメントの仕組みを新たに導入した。

応募～審査を通じた感想

審査結果のフィードバックについて

４つの視点に沿って自社の取り組みを整理することで、課題や足りないことが抽出できた。

どのような資料を準備すればよいか戸惑ったが、準備の過程で自社の取組が整理できた。

ヒアリングを受け、自社の強み・弱みがよく分かった。今後の活動に役に立つと感じた。



応募企業の声（アンケート結果より）
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調達先、委託先などとの一層の協力体制を築くことができた。

品質・製品安全に関して、異業種での情報交換を行う機会が増加した。

全社的に安全なものづくりをする意識が高まった。

社員が誇りを持って受賞結果を外部に紹介するなど、社員の活気が高まった。

他部門への横展開が加速化した。

自社の目指す方向性が明確になった。

受賞したことによるビジネス面でのメリット

メディアの取材を受け、企業の認知度・イメージの向上に役立った。

営業ツールとして活用し、お客様に安心いただけたことで、受注獲得に寄与したと思

われる。

取引先の金融機関に安心していただけた。

受賞したことによる取組・体制面でのメリット

10

ご清聴ありがとうございました。


